



































IASB 提案が測定属性として公正価値を志向してきたことを確認する。4 節では、IASB が保
険負債の測定属性として公正価値を提案する論拠の 1 つである「会計上のミスマッチ」の観
点から、公正価値またはそれに代わる単一の測定属性を用いることの問題点について考察す
る。5 節では、IASB の議論では無視されている保険負債の入口価格について考察する。6 節
では、まとめと今後の検討課題について述べる。
2．IASB 保険契約プロジェクトの変遷
1996 年 9 月、IASC 実行委員会は、国際会計基準（IAS）の策定プロジェクトに「保険」
を追加することを IASC 理事会に提案し、翌 1997 年 4 月、この提案を受けて保険プロジェク
トが発足し、起草委員会（the Steering Committee on Insurance）が IASC に設置された。



















1997 1999 2001 2002 2004
フェーズⅠ
フェーズⅡ

































































け継がれ、2001 年には原則書草案（Draft Statements of Principles）が策定され、IASB の











一方、フェーズⅡにおいては、2007 年 5 月に公表された討議資料「保険契約に関する予備
的見解」（IASB 2007a）に代表されるように、「資産負債アプローチの採用」「公正価値測定
の適用」という 2 本柱のもと議論が進められていた。その後、IASB（2007a）に対する各国











いる（IASB 2007a, para. 93）（9）。ただし、保険負債の現在出口価値は通常、観察可能でないた
めに、以下に示す 3 つのビルディング・ブロック（構成要素）に基づき現在出口価値を測定








































場参加者の視点から測定しなければならない（IASB 2007a, para. 76）。
一方、サービス・マージンとは、保険者が保険サービス以外のサービス（ユニット・リン
ク契約における投資マネジメント・サービスなど）を提供する場合に、保険者が受け取る対































ブロックから構成される（IASB 2010b, para. 22）。
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を単一の測定属性
として用いるという方針から、現在履行価値を単一の測定属性





















る」（IASB 2010b, para. BC172［b］）ミスマッチである。
IASB は、多くの財務諸表利用者が保険会計における会計上のミスマッチの解消を望んで
いることを受け、いかなる会計上のミスマッチも生じさせず、全ての経済的ミスマッチ（17）を











じることになる（IASB 2007a, para. 178）（18）。保険者（保険会社）の財政状態およびリスク管
理状況に関わる正確な情報を伝え、ストックおよびフローの不必要なボラティリティを緩和
させるためにも、会計上のミスマッチの解消は重要な問題であると考えられる。

















図表 4 は、会計上のミスマッチ解消のために IASB が目指した会計処理と現状の会計処理
を示したものである。図表 4 の中段（【IASB の描いた将来像】）に示されるように金融資産
を全面公正価値測定し、IASB（2007a）で提案された現在出口価値により保険負債を測定す
れば、図表 4 の上段に示されるミスマッチは解消されることになる（20）（21）。
図表 4　会計上のミスマッチ解消のため IASB の目指した会計処理と現状




















































































































































2011 年 6 月、IASB は、IASB（2010b）への各国からのコメント・レターを分析し、スタ
ッフ・ペーパーとして暫定合意（IASB 2011c）を再公開草案策定に向けて公表している。図











































































































ング・ブロックについて、COF および CIF の観点から整理したものが図表 7 である。残余

















































































のキャッシュ・フローを含める「企業固有価値（entity-specific value）」が提案されたが、2003 年 1 月
における暫定的合意においては、原則書草案における企業固有価値は、当時企業結合プロジェクトのフ
ェーズⅡにおいて暫定的に採用した測定ガイダンスを使用して決定される公正価値の見積値とほぼ同様
















映するべきでない」（IASB 2007a, para. 57）。
保険負債の測定属性に関する考察
— 170 —
（12） IASB（2007a）では、リスク・マージンの代替的な性格について「緩衝装置観（shock absorber view）」
が示されている。緩衝装置観では、リスク・マージンを、「保険契約者に対する支払いが以前に負債と
して認識された額を上回る場合に、将来において費用を認識することを避けるために、当該負債の中に
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